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コーラについての言説の深淵化＝入れ子化 ―こうしたものが、

したがって、底なき重ね写しの構造であるだろう。 

［41］何も固有のものとしては持たないこと 
何も固有のものとしては持たないこと、つまり「固有性剥奪」は

コーラの条件であり、政治の場のさまざまな局面において形式上

の類同性を有する。 
→都市国家の警護者として育てられる者たちは、金であれ銀であ

れ、何も固有のものとして持つことはない。 
→子供の共有、出産の平等、男女間の教育格差の撤廃･･･ 
→「乳母」としてのコーラ。コーラは、生みの母親の固有性も、

子供の固有性も保証しない。固有なるものの法がいかなる意味

も持たないような一つの場。 
→穀粒や種子を選別する「篩」あるいは濾過器としてのコーラ。

最良のものという法が、ある種の偶然と交叉する。「籤引き」に

よって秘密裏に、子供が最良の気質を伴って生まれるべく結婚

の組み合わせを操作する。 

［44］作家プラトンの技巧、プログラムのプログラム－存在 
類同性を生み出す強制力は何か。 
→プログラムのプログラム－存在、その予備－記入の、そして類

型－記述的な処方の構造は、コーラについての入れ子状＝深淵

状の言説の明示的なテーマを形づくっている。コーラこそは、

みずからを刻印するありとあらゆるものの記入の場を象るもの

だ。 
→これらの転位、それも「同じ」場「における」一つの場からも

う一つの場への転位を同時に集約しかつ正当化するおよそ最も

一般的な特徴に注意を喚起する。 

［45］公共性の所在 
第三の性、コーラとともに「人種・民衆・集団・共同体・生まれ

の類縁性・国民等々」としての genos を語ること。politeia（政

体＝国政）とその最良の統治について。 
→「詩人たち」という輩、摸倣する者たちの種族；誕生の場と境

遇と同時に教育を考慮するなら、模倣する者たちという国民な

いし人種は、みずからがそれに対して異質なままだったところ

のものを、すなわち、見世物あるいは模像としてよりもむしろ

「行動や言葉として展開されるもの」を模倣するのに困難を覚

える。 
→「ソフィスト」の類；固有の場の不在、家政の、定まった住居

の不在によって特徴付けられる。固有の家を持たない。 
→哲学者や政治家といった、場をもっている人間、つまり都市国

家において、あるいは戦争の際に、身振りや言葉によって行動

する人間のことを理解できずに。 
→詩人、ソフィストの面々の後には、一つの genos、本性からし

てそして教育によって場を持っている人々がいる。 

［47］ソクラテスの戦略 
ソクラテスの戦略はそれ自体、一種の非－場から発して作用して

いる。 
→ソクラテスは、場を持ち、固有の場と家政を持っている人 （々政

治家、哲学者）のジャンルに属するふりをする人々（詩人、ソ

フィスト）のジャンルに属するふりをする。と同時に、このジ

ャンル（詩人、ソフィスト）を告発する。 
→ソクラテスには詩人・ソフィスト同様に、「場を持っていない」。

しかし、彼らとは同類ではない。ソクラテスはあくまで「固有

の場と家政を持っている人 （々政治家、哲学者）」の側から語る。

彼らには、場と非－場とを同時に告げることができ、発言権を

託すことができる。 
→自己－排除の二心。発言権を渡すことによって、自分自身でみ

ずからを排除する。一つの固有の場へのある genos の帰属こそ

が、そのロゴス（事柄そのものへの、案件への、pragma 問題

＝事態への言説の実効性のある関係）の、そしてその行為の真

実を保証する。 

［50］コーラ、中性的空間 
コーラは、誰かによって占有された場所、国、住まわれた場、記

し付けられた所在地、順位、地位、割り当てられた位置、領土あ

るいは地方だ。そして事実、コーラは、一般的な場としてでさえ、

そして、自らのうちに場所を占める全ての物から区別されるにも

かかわらず、つねにすでに占有され、備給されることになる。 
→ソクラテスの言葉は、宛先でも、届けるものでもなく、場なき

場の中性空間、すべてがそこにおいては印付けられるが、「それ

自体においては」印付けられない、そんな一つの場のうちに性

起する。 
→ソクラテスは、①自らを消去する、②受け取りやすい名宛人と

して、これ以後書き込まれることになるすべてのものの受容体

として、自らを位置づける。 

［53］名宛人、「受け取る」こと 
問題となるのは、さまざまな言説の贈与あるいは歓待を返すこと

である。 
→われわれは、依然としてある贈与と負債のシステム（互酬制）

の内部にいる。しかし pandekhes（全体的な受容体）としての

コーラに取り組むとき、負債の彼方を垣間見ることになる。 
→ソクラテス（という固有名はコーラではないが）置き換え不可

能な場所である。 
→固有名の戯れはかつてないほど底知れぬものとなる。彼は一体

何に、そして誰に場を与えているのか？これらの名のもとで、

一体何が起きているのか？ 
 


